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【シンポジウム開催に当たって】

、 「 」平成19年度 (2007) 文部科学省が40数年ぶりに実施した 全国学力・学習状況調査

において、秋田県の児童生徒が全国上位の成績をとったというニュースは、秋田県内はも

ちろん全国を驚かせた。そればかりか、その後の「学力調査」においても力は維持され続

け、令和元年度まで、12回連続でトップ級を続けている。秋田の児童生徒の学力は、本

物であるとマスコミ等でも報道された。

秋田県教育委員会は、少人数学習のための加配事業が功を奏したとか、家庭の協力が浸

透していて、家庭学習など好ましい生活習慣が身についているなど、児童生徒を取り巻く

状況が良いことを挙げた。

そのような状況の中、平成20年４月、都内のJR電車内に掲示された広告の「秋田に学

べ」というキャッチコピーが目を引いた。大手学習塾（栄光ゼミナール）の広告で、前年

度の学力調査で６年生がトップの成績を収めた秋田県にあやかって、この広告を7,000

枚も印刷し、４月末まで掲示したという。秋田の「何に学ぶのか」というと、小さな文字

で次のように書かれていた 「全国学力テストで第１位（６年生）の秋田県。少人数制の。

授業、早寝早起き、予習復習は自宅でしっかり。好成績を生んだ秋田の子どもたちの生活

習慣に学びたいものです 」とあった。。

なぜこのように大きな注目が集まったのかについては、もう一つ重大な理由がある。そ

れは、あの「学テ闘争」で大問題となった、およそ50年前（昭和30年代）の文部省によ

る「全国一斉学力調査（抽出 」において、秋田県が最下位であったことにある。それが）

半世紀を経て、奇跡ともいえるトップ級への躍進という結果に驚くとともに、誰しもがそ

の理由について知りたがったのである。

文部科学省の施策（加配事業による少人学級など）によって、学力が上がるというので

、 。 「 」あれば 全国どの県においても学力は向上するはずである このような 枠組み的なもの

の比較では、この格差が何に起因しているのかという問題には迫ることはできない。児童

生徒と教師による「教室内で展開されている質的な何か（授業のドラマ 」に焦点を当て）

た分析が大事であると考える。

その際、およそ50年にわたる「秋田の教育」において、秋田の児童生徒の成績を押し

上げた理由について語れる組織は、そう多くはない。秋田の教師たちの「価値ある研修」

をできるだけ明らかに（文章化）し、まとめ上げることができるのは、この時代を悩みな

がら駆け抜けてきた者として、その「記憶」と「記録」をもっている「私たち秋田県退職

校長会」が最も適している集団であるという考えに至った。

現在80歳代の会員は、昭和30年代には、すでに教職にあった方もいる。最下位の評価

をされて、その後の指導法に悩んだことだろう。また、70歳代の会員には、子ども時代

に、全国学力テストを受けていた方もいる。子ども時代は最下位で、教員時代は全国１位



という不思議な感覚の方もいる。60歳代の方は、全国１位になってから、トップ級を維

持するために頑張ってきた。その時代の社会の要請は様々であったが、秋田の児童生徒の

ために全力を尽くして寄り添ってきたことは疑いもない。

「全国一の児童生徒たち」のバックには「全国一の教師たち」が存在する。私たち退職

校長会の総力を挙げて、その教師たちの授業力を培った「自主研修」を分析することこそ

が 「今後に生きる教員研修の方途」となり得ると考えたのである。、

そこで、秋田県退職校長会の中に研修委員会を設置し、平成28年 12月 17日「第１回

研修委員会」から、８名の研修委員で調査・分析を開始した。最初から熱を帯びた議論が

続いたが、その論拠を得るために全県規模のアンケート調査を行い、現職教師と退職校長

会員から自らの授業力を向上させた理由についてお聞きし、効果的であった研修について

客観的に把握しようと考えたのである。

「教師による自主研修の積み重ねが、全国上位維持を可能にしてきた重要な要因の一つ

であり、これからも秋田の学習指導を支えていくであろう」という仮説のもとで 「教師、

」 。 、 、の自主研修 の有意性を明らかにしたいと考えた そして 検証のエビデンスを得るため

調査秋田県退職校長会会報90号に掲載されてあるように、この度の調査をお願いした。

に当たっては「大切度」と「役立ち度」の２つに絞って設問を設定した。

教師の「自主研修」は、その教師自らの心の中から涌き上がる強い によって始研修意欲

まり、日々の授業に生きるよう、指導方法の工夫・改善という方向で行われる。したがっ

て、そこには「めざす方向」が存在するはずである。めざす子ども像、めざす学習、めざ

す指導などに向けて、不易と流行を勘案して最適の状況で実践されるのである。教師を取

り巻く教育的な雰囲気も、大きな意味があるはずである。そうしたものを、秋田の児童生

徒を全国一に押し上げた「秋田の教師の授業力」として実像化し、将来に向かって増幅・

維持されれば、今回の取り組みが果たされたことになる。

以上のように、今回まとめ上げられたものは、４年にわたる議論の成果であり、全県の

現職・退職の教師の御協力による貴重な記録となった。これを機に「今後に生かす議論」

が始まれば幸いである。

（ 「 」 ）秋田県退職校長会結成50周年記念誌 はじめに より



【アンケート調査】

秋田県退職校長会は 『秋田の教師』が、児童生徒を指導するために“どんな機会に、、

何を学んで、どんな力を身につけたのか”という教師の自主研修の有意性を明らかにする

、 、 。ため 現職教員及び退職校長を対象として 平成29年７月にアンケート調査を実施した

授業の実践に当たって、内容・方法等の構想や具体的な指導場面などにつ調査項目は、①

②自いて、どのようなことを、どのくらい「大切」にしてきたかを問う15項目（大切度 、）

身の「指導力」を高める場や機会として、どのようなことが、どのくらい「役立った」か

を問う11項目（役立ち度）で、いずれも１～５（５を＋方向とする）までの５段階評価

とした。

【大切度】

【役立ち度】
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【秋田で誕生した「秋田型探究学習 】」



【 教育の正常化」を標榜する教育思想による「秋田の教師の構え 】「 」



【アンケート調査を振り返って】

秋田県退職校長会は、令和元 (2019）年10月に結成50周年を迎えるにあたり、平成

28（2016）年12月、研修委員会を立ち上げ、日々の授業に取り組んでいる（いた）秋

田県の教師たちの実態を把握しようと本誌をまとめた。その目的は、秋田の教師のすばら

しさの大本は、児童生徒の学びに資するための「自主研修の積み重ね」にあったのではな

いかとし、このことが秋田の学習の支えになってきたことを明らかにすることであった。

目の前の児童生徒の学びに真摯に立ち向かったひたむきな思いがあったことを裏付けよう

としたのである。

本誌の構成は、次のようになっている。第Ⅰ章の秋田県の学習指導（授業風景）の変遷

は、秋田県教育の流れの中で秋田の教師の授業研究について考察したものであり、第Ⅱ章

の学習指導に関するアンケート調査から得た秋田の教師たちの実態は、現状把握のための

エビデンスを得るための調査分析であり、第Ⅲ章の秋田の教育あすを見つめて は 「大、

切度」と「役立ち度」からの提言、第Ⅳ章の秋田県の教師の授業 は 「秋田の教師」の、

授業への思いを集めたものである。

学習指導を展開するに当たって、何を大切にしたのかの と、何が役立ったの「大切度」

かの に限定し、アンケート結果から得られた多くの反応に基づいた情報を分「役立ち度」

かりやすく解説した。さらに学習指導を展開するための をした。「提言」

については、全体的に高い数値を示していることから、多くの機会を捉えて「大切度」

学習指導に必要な事項として生かしていることが分かる 「基礎・基本 「学び合いの設。 」

定 「発問・板書 「話し方・褒め方 「授業のルール」の項目に顕著である。一方で「手」 」 」

引き等の活用」や「学習指導案の作成」については、高い数値とは言えないが、今以上に

大切にすべきことであると評価していることが分かる。また小学校と中学校の教師による

捉え方や年代による捉え方の違いも見られる。校種間の相違は、学習者の成長過程に添っ

た学ばせ方によるものか、小学校の教師は丁寧な発問や板書を、中学校の教師は教科の専

門性が重視されているように思える。双方とも、成長過程に伴った学習集団の生活を重視

した指導を心がけ、生活実態にあった指導を展開している。年代による捉え方の違いにつ

いては、一概に結論づけることはできないが、60歳代以降の教師が現役時代にかなり重

視してきたと思われる「手引きの作成」や「学習指導案の作成」にさらに重きが置かれる

ような取組が必要であるとした。とりわけ、学習指導案は授業構想そのものであることか

ら、授業にどれくらい位置づけられ、展開方法、反応予測、評価方法などを盛り込もうと

しているのかが問われる。

についてもまた、全体的に高い数値を示しており、多くの事項を自身の学「役立ち度」

習指導に役立てようとしていることが分かる。校内研修となる「研修の機会 「諸会議」」

「日常会話 「指導・助言」などが自己研修に役立つとする高い評価を受けており、同僚」

や管理職からの指導等が強く反映していることが分かる。比較的低い評価項目になってい

る「自己研鑽」については、自己研修していると強く主張することを恥じらう県民性が認

められるように思う。ただ、さらなる研鑽を求めようとするための時間確保や機会を保障



する組織的な試みが必要である。同様に、教育行政上の施策として実施されている諸調査

を自己研修に活用できるかとする「教育委員会の施策等」については、あまり役立ってい

ないと評価している。このことについては、諸調査が役立つかとする問いに、より高度だ

と捉えているのか、身近な研修の機会ではないと把握しているのか。それは後者であるよ

うに判断される。自己研修の動機づけとして、経験差や資質・能力の差によって、対象者

が必要としている内容をきちんと把握したうえでの研修の場を設定したいものである。こ

のことも組織的な検討事項である。

秋田県の教師たちによる学習指導は、全国上位を維持するに足る望ましい方向に進んで

いる。県退職校長会結成50周年を一つの節目として見直したとき、秋田県の教師たちが

努力している姿が、今こそ認められてきたと確信している。さらに一歩、納得のゆく授業

構想を盛り込んだ の検討と自己研修の動機づけを時宜を得ながら展開して「学習指導案」

いる教育こそが秋田の発展を支えるものであるとしたい。

秋田の教育を支え、高い水準に向上させてきたのは、きめ細かな指導と児童生徒を前面

に見据えた学習指導計画と実践によるものであり、このことに気づかせていただいた多く

の教師たちによる指導・助言や励ましなどの に負うところが大きい。教師間の「同僚性」

同僚意識が学び合うことの確かさを裏づけてきたのである。

秋田県の教師たちが学習指導を実践するうえで、ただひたすらに児童生徒の力量を高め

ようとする方策を追究してきたことが明確にできたように思う。約４か年に及ぶ研修委員

、 、 、会を中心にした試みであったが この成果を本誌にまとめ得たので 学校現場はもとより

それぞれの教育機関等においてもぜひ活用いただきたい。

本誌の題を『秋田の教育 あすを見つめて』とし 「あきたブランド」を育て上げた教、

師たちの実績と心意気を讃えたい。今後とも、我々、秋田県退職校長会は、秋田県の教育

を支持・支援しながら、現場の教師を応援し続けていくことを、ここに約束する。

（秋田県退職校長会結成50周年記念誌 「要約」 より）



【秋田県退職校長会 会報第93号 巻頭言 より】


